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アジアにおけるアバタ表情解釈の文化差とデザイン考慮点 
神田智子† 石田亨† 

近年のネットワークコミュニケーションでは，感情表現のためにアバタがよく利用される．こ

れらのアバタの顔や表情の意味は，特に断らなくても任意の利用者間で普遍的に共有され

るものという暗黙的な前提のもとで使用されている．しかし，日中韓と欧米 5カ国間で実施し
た著者の先行研究において，アバタの表情解釈には文化差のあることが示された．本論文

では，地理的距離の比較的短いアジア内５カ国においてアバタ表情解釈の比較実験を行

った結果を述べる．研究課題として，１）アジア 5 カ国内におけるアバタ表情解釈の文化差
に，心理学における人間の表情解釈の文化差に関する知見が適用できること，すなわち同

国内の表情認知度は，他国と比べて高いことがアバタ表情にも適用できることの検証，２）

アバタ表情解釈差を生じさせるキャラクタデザインの特徴の検出の２つを扱った．その結

果，アジア 5 カ国間においてもアバタ表情解釈に文化差があり，日本における解釈の一致
度が高く心理学の知見が適用できること，日本において解釈率を向上させるアバタのジェ

スチャやマークの使用が他国においては逆効果を生じさせ，他の表情を混同させる場合が

あることがわかった． 

Cross-cultural Study of Avatars’ Facial Expressions and Design 
Considerations within Asia 

Tomoko KODA and Toru ISHIDA 

The use of avatars is increasing to express our emotions in our online communication. 
Those avatars are used based on an implicit assumption that avatar expressions are 
interpreted universally among any cultures. However, our former study showed there are 
cultural differences in interpreting avatar facial expressions. This paper briefly summarizes 
the results of cross cultural evaluation of avatar expressions among five Asian countries. Our 
goal of this study is: 1) to investigate cultural differences in avatar expression evaluation and 
apply findings from Psychological study in human facial expression recognition, 2) to 
identify design features that cause cultural differences in avatar facial expression 
interpretation. The results confirmed that 1) there are cultural differences in interpreting 
avatars’ facial expressions among Asian countries, and the Psychological theory that 
suggests physical proximity affects facial expression recognition accuracy is also applicable 
to avatar facial expressions, 2) use of gestures and gesture marks may sometimes cause 
counter-effects in recognizing avatar facial expression.  

 

1. はじめに 
日常のコミュニケーションツールとして，インスタントメッセジ

ャーやチャットが幅広く利用されている．これらのコミュニケー

ションツールでは，テキストメッセージを補完する書き手の感情

を表現するための手段として，絵文字：）が多用されている[1，
2，3]．また，普遍化された絵文字とは別に，参加者を特定でき
る視覚表現として表情つきのアバタが活用されている[4]．コン

ピュータを介したコミュニケーションにおいてアバタの効果に関

する先行研究では，アバタはユーザ体験を向上させ，ユーザ

相互のインタラクションを円滑にし [5，6，7]，異文化コミュニケ
ーションにおいても参加意欲や親近感を向上させる効果を果

たす[8，9]と報告されている． 
 しかし，これらのアバタは，その顔つきや表情の解釈が特

に断らなくても任意の利用者間で普遍的に共有されるものとい

う暗黙的な前提のもとに使用されている．グローバル化が進む

につれ，アバタを介した異文化間のネットワークコミュニケーシ

ョンの機会が増大してきている現在，グラフィカルなアバタ表
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現そのものの文化的妥当性，すなわち，アバタの表情が文化

を超えて正しく解釈されるかどうかを検証する必要がある．  
しかし，アバタとして使用されるキャラクターや表情の解釈を

異文化間で比較した研究は数少ない．日本とオランダ間でア

ニメーションを使った表情付きキャラクターに関する評価実験

を行った例では，アニメーションされたジェスチャ表現の解釈

は同一であるが，ジェスチャ表現から被験者が受け取る感情

の強さに関して文化的な差異を認めている[10]． 
また，日本と中国間のアバタを使ったコミュニケーション実験

において，日本人被験者と中国人被験者の間で，アバタのそ

のものが持つ意味の解釈および表情の解釈や使用状況が大

きく異なることが報告されている[8]．この実験では日中両方の
言語で表示される掲示板にアバタを付加して，日中間の研究

者があらかじめ決められた議題にのっとって議論を行う異文化

間のコラボレーションを行ったものである．その結果，異文化

間で解釈の異なるキャラクターは，文化に依存するキャラクタ

ーであり，１）ある文化で商業的に特別の意味があるもの，２）

ある文化固有の伝承キャラクター，３）ある文化でシンボルとし

て定着しているもの，であるとしている．表情に関しての日中

間の解釈の差異は，「ニュートラル」「にっこり」「怒り」「涙」の表

情は日中間で等しく解釈されるが，「汗」「驚き」「睡眠」の表情

は個人によっても，日中間でも解釈が大きく異なり，使用され

る状況もまちまちである，と報告されている． 
これら２つの実験において，前者はアバタのジェスチャ表現

のみを被験者に提示した2国間実験であり，後者は実際のコミ
ュニケーションにおいて２国間のアバタの表情解釈を比較した

ものである．実際にアバタの表情解釈の文化差の有無を検証

するためには，多国間でアバタ表情の解釈評価実験を行い，

異文化間で等しく解釈される／されない表情の特徴，および

国や文化による解釈差の特徴を明白にする必要があると考え

る．アバタ表情の解釈における文化差や特徴を知ることにより，

国際間のコミュニケーションにおいて，誤解を生じさせないア

バタ表情の特徴やデザイン上の考慮点を洗い出すことにつな

がるからである． 
著者の先行研究[11]では，多国間におけるアバタ表情解釈
の文化差を検証するに当たり，心理学における表情認知研究

の知見の適用を試みた．アバタの表情解釈の文化差に関する

先行研究は数少ないが，人間の表情解釈に関する心理学研

究ではさまざまな知見が蓄積されている．以下に表情解釈の

文化差に関する心理学の知見をまとめる． 
 心理学研究において，Ekman は人間の怒り，恐怖，嫌悪，

驚き，悲しみ，喜び，軽蔑の７つの感情はすべての文化で表

情として普遍的に表現されるとしている[12]．また，否定的な表
情を誤認した場合はより社会的に問題を起こす可能性が高い

ため，人間は肯定的な表情より否定的な表情の認知を重視す

る（「デコーディングルール」）とされている [13].しかし，同時に
表情のもつ暗黙的な意味合いは文化依存度が高く，表情の

表出が許容される度合いは文化によって異なるとしている[14]．
人間の表情解釈の文化差に関する心理学研究では，同国内，

同文化内の表情解釈の一致度が高く，ついで物理的地理的

に近い国同士の一致率が高い（イングループ･アドバンテー

ジ）ことが示されている[15]． 
[11]において，Web 上の公開実験を行い，日本，韓国，中

国，アメリカ，イギリス，フランス，ドイツ，メキシコの 8 カ国間の
アバタ表情解釈の内容を比較した．その結果，日本で描画さ

れたアバタの表情は，日本の被験者における解釈が表出者

（アバタデザイナー）の解釈と一致する度合いが，他国の被験

者の解釈より有意に高いことがわかった．また，日本と韓国の

表情解釈の類似度が高いことも観察された．このことは，心理

学研究におけるイングループ・アドバンテージが，同国内にお

いて有意に認められ，また隣接する国同士でも適応可能性が

あることを示唆している． 
また，表情解釈の内訳は国によって異なること，肯定的な表

情は解釈の内訳のばらつきが大きいことが明らかになった．個

別の表情においても，混同しやすい表情の特徴が，日本と他

国で顕著に異なることから，混同しやすい表情の同国内のイ

ングループ・アドバンテージが発生していると考えられる． 
否定的な表情の解釈が，肯定的な表情の解釈と比べて，

国内においても，また多国間においても一致度の高いことは，

「デコーディングルール」がアバタ表情の解釈にも適用しうる可

能性を示している． 
上記の研究で，アバタ表情解釈に文化差が存在することが

示唆された．次に，文化差を生じさせる原因となる，個々のア

バタのグラフィカル表現の妥当性を調べる必要がある． 
本研究では，[11]で得られた結果をさらに検証するために，

地理的に近いアジア５カ国間で同様のアバタ表情解釈実験を

行い，次の２点を研究課題とする． 
１） アジア５カ国内におけるアバタ表情解釈に文化差が存

在すること，文化差にイングループ・アドバンテージお

よびデコーディングルールの適用可能性を検証するこ

と．アジア内で比較実験を実施する理由は，先行実験

において日中韓と欧米 5カ国の計 8カ国間で確認され
た確認されたイングループ・アドバンテージを，より地

理的に近いアジア圏の 5カ国においても検証するため
である． 

２） アバタ表情解釈に文化差をもたらすアバタデザインの

特徴を検出すること 

2. アジア５カ国間のアバタ表情解釈実験の概要 
この章では，上記課題を検証するために実施した，アジア５

カ国間のアバタ表情の解釈実験の概要を述べる． 
2.1. 実験手順 
 実験参加国は日本，韓国，中国，マレーシア，タイのアジ

ア５カ国である．各国の被験者が現地から実験に参加できるよ

う，実験サイトは Web上で公開 [16]する形式をとっている．実
験そのものは Flash アプリケーションとして作成されており，各
被験者の PC で実行される．表情解釈実験はパズルゲームの
形式をとり，被験者は４ｘ３のマス目に提示された 12 個の表情
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と可動式のボタンとして提示された 12 個の形容詞とを対応づ
けるよう求められる（図 1）．表情はランダムに配置される．デザ
インの異なるアバタは 10 種用意されており，全ての参加国の
被験者は同じ 10 種のアバタを評価する．１０種のアバタのす
べての表情を評価し終えると実験が終了する．パズルゲーム

の後にアンケートを実施し，ゲームとアンケートの回答及び国

籍や母国語などのユーザ情報を取得する． 
2.2. アバタと表情のデザイン 
１０種のアバタは 3人の日本人デザイナが日本のコミック・ア
ニメ表現を使ってデザインしたものである．日本人デザイナに

よるアバタデザインのみを使用した理由は，日本人によるデザ

インを基本デザインとし，日本人による解釈と他国の解釈の比

較を容易にするためである．図 2 に実験に使用したアバタデ
ザインの例を示す．アバタデザインには，感情を「表情のみで

表す」「表情と手のジェスチャ表現を使って表す」「表情とマー

ク（？や×やハートマークなど）を使って表す」の 3 種が

ある． 
実験に使用した表情は図 3に示すとおり， 
「うれしい(happy)」 
「悲しい(sad)」 
「同意した(approving)」 
「同意しない(disapproving)」 
「得意な(proud)」 
「恥ずかしい(ashamed)」 
「感謝の(grateful)」 
「怒った(angry)」 
「称賛した(impressed)」 
「疑問(confused)」 
「自責の(remorseful)」 
「驚いた(surprised)」 
の 12種である．これらの表情は感情の OCCモデル[17]，イ
ンスタントメッセンジャーで頻繁に利用される表情[1，2，3]，お
よび[8]において異文化コラボレーションに望まれる表情として
被験者からの要望の多かった表情から選択した．  

OCC モデルの分類に基づき，これらの 12 種の表情は対応
する正反対の感情，すなわち肯定的な感情である「うれしい」

「同意した」「得意な」「感謝の」「称賛した」と，否定的な感情で

ある「悲しい」「同意しない」「恥ずかしい」「怒った」「疑問」「自

責の」，および｢驚いた｣に大別される． 

 

図 1 表情と形容詞を対応づけるパズルゲームとして提示される

実験画面の例   

Fig. 1 Experiment screen: Matching puzzle game between facial 

expressions and adjectives 

 
図 2 実験に使用したアバタデザインの例（左より，表情のみ，

表情ジェスチャ，表情とマークを使用した表情デザインの例を示

す） 

Fig. 2  Examples of avatar representation 

 

 
図 3 実験に使用した表情 12 種の例 

（左上から 「うれしい」「悲しい」「同意した」「同意しない」「得意な」「恥

ずかしい」「感謝の」「怒った」「称賛した」「疑問」「自責の」「驚いた」） 

Fig. 3  Twelve facial expressions of an avatar  

(from top left，happy，sad，approving，disapproving，proud, ashamed， 

grateful，angry，impressed, confused，remorseful，and surprised) 

3. 結果 
この章では，前章で述べた実験の結果を分析した結果を述

べる．実験に当たって，日本，韓国，中国，マレーシア，タイの

アジア５カ国間よりそれぞれ２０-３０名程度の被験者を得た．被
験者は年齢が 20-30代で，男性と女性の割合はほぼ同率であ
る． 
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3.1. 表情全般の国別の解釈と文化差 
当節では，実験に使用した 12種の表情の国別の回答を比

較し，アジア５カ国内におけるアバタ表情解釈に文化差が存

在すること，文化差にイングループ・アドバンテージおよびデコ

ーディングルールが適用可能であることを検証する． 
検証に当たっての指標は以下の通りである．日本人デザイ

ナが意図して表現したアバタの表情と形容詞を基準となる「表

情-形容詞ペア」とする．被験者の回答の「表情-形容詞ペア」
とデザイナの意図した「表情-形容詞ペア」との一致率を比較
することにより，各国の被験者の回答の分析を行った．この指

標を「表情-形容詞ペア回答一致率」と呼び，基準国の被験者
の解釈と他国の解釈の一致度を比較する指標とする． 
図４に国別表情別の「表情-形容詞ペア回答一致率」を示す．
国別の一致率に着目すると，すべての表情で日本の一致率

は５カ国の中で最も高い． 2.2 で述べたとおり，アバタは日本
人デザイナによってデザインされているため，デザイナ（表情

の表出者）と受け手（表情の解釈者）の表情解釈の一致度が

高いと考えられる．すなわち，日本国内におけるイングルー

プ・アドバンテージが成立していることを示している．この結果

は，[11] において，日本，韓国，中国，アメリカ，イギリス，フラ
ンス，ドイツ，メキシコの８カ国の表情解釈を比較した結果と一

致する．従って，地理的に近しいアジア 5カ国間内においても，
日欧米と同様に表情解釈の文化差が生じるといえる．また，肯

定的な表情の一致率が，対をなす否定的な表情と比較すると

低いことは，アジア５カ国内の表情解釈においても，日欧米を

比較した[11]と同様に，デコーディングルールが適用可能であ
ることが示された． 
日本における一致率が他国と比較して顕著に高い，すなわ

ち日本におけるイングループ・アドバンテージが高く成立して

いる表情はProud， Grateful， Impressed， Remorsefulである．
これらの表情では日本と他国の解釈が大きく異なることを示し

ている．次節では，国による解釈の差異を生じさせるアバタの

表情デザインに着目しデザイン別に各国の回答を分析する． 
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図 4 表情別国別の「表情-形容詞ペア」一致率 

Fig. 4 Right matching rate of each expression by country 

3.2. デザイン別に見た個別の表情の解釈 
当節では，国毎の表情解釈の差異をもたらす要因となるア

バタデザインの特徴を検出するために，表情一致率が低く，

日本と他国の一致率の差が大きい Proud，  Grateful， 
Impressed の３つの表情について，国別の回答の内訳を分析
する．分析にあたって，被験者に提示されたアバタデザインに

使用されているデザイン形態を「表情のみ」「表情とジェスチ

ャ」「表情とマーク」の３つに分類し，それぞれの国別の回答内

訳の比較を行う． 
１） 表情のみを使用した表情デザインの分析 
日本と他国の間で解釈差が最も大きい Proud表情のデザイ
ン例を図５に，国別回答内訳とその比率を図６に示す．図５に

示すように，アバタの Proud表情には，あごを上げて微笑む表
情デザインが使用されている．図 6 の国別の回答内訳とその
比率を見ると，日本において Proud表情を Proudだと解釈する
回答が 90%以上を示す一方，他国においては 50%前後の一
致率にとどまっている．Proud と混同されやすい表情は
Grateful， Impressed，Happyなど肯定的な表情である． 

  

図 5 「自賛の(Proud)」表情のデザイン例 

Fig. 5 Design samples of “Proud” expression 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Japan

Korea

China

Malaysia

Thailand

回答の内訳

proud grateful impressed approving

happy ashamed remorseful disapproving  

図 6 「自賛の（Proud）」表情の国別回答内訳 

Fig. 6 Detail answers to “proud” expression shown by country  

２） 表情のみ，および表情とマークを併用した表情デザインの

分析 
日本と他国で解釈差の大きい Grateful表情のデザイン例を
図７に，国別の回答内訳とその比率を図８に示す．Grateful を
表現するために使用された表情デザインは，「表情のみ」と「表

情とハートマークの併用」(図７)の 2 種である．表情のみで
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Grateful を表現した場合と，表情＋ハートマークで Grateful を
表現した場合の各国の回答内訳を比較して示したものが図８

である．図８より，日本の回答内訳では，表情のみで Grateful
を表現するデザインより，ハートマークを使用したデザインの方

が表情一致率が高いことがわかる．一方，他国ではハートマ

ークの使用が必ずしも表情一致率を高めるとは限らない．特

に韓国やタイでは「表情＋マーク」より，表情のみでGratefulを
表現した場合の一致率の方が高い．ハートマークの使用は他

国において「称賛した（Impressed）」だと解釈される傾向を高め
がちであることがわかる． 

 

図 7 「感謝の（Grateful）」表情のデザイン例（補助マークとして「ハー

トマーク」が使用されている） 

Fig. 7 Design samples of "Grateful" expression 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Expression

Heart mark

Expression

Heart mark

Expression

Heart mark

Expression

Heart mark

Expression

Heart mark

J
ap
an
J
ap
an
K
o
re
a
K
o
re
a
C
h
in
a
C
h
in
a
M
al
ay
si
aM
al
ay
si
aT
h
ai
la
n
dT
h
ai
la
n
d

grateful impressed happy approving proud

ashamed sad surprised remorseful  

図 8 「感謝の（Grateful）」表情の国別回答内訳 (表情のみで表現し

た場合（Expression）とハートマークつきで表現した場合（Heart mark）

の比較) 

Fig. 8 Detail answers to “grateful” expression shown by country 

３） 表情とマーク，および表情とジェスチャを使用した表情

デザインの分析 
Impressed表情のデザイン例を図9に，国別の回答内訳と

その比率を図 10，11 に示す．図９に示すとおり，Impressed
表情のデザインには，「表情＋ジェスチャ」（表情に加えて拍

手をしているジェスチャが使われているもの）と，「表情＋マ

ーク」（表情に加えて「！」のマークが付加されているもの）の

2種がある．図 10は Impressed表情を「表情＋拍手ジェスチ
ャ」で表現した場合の国別の回答内訳とその比率を，図 11
は Impressed表情を「表情＋！マーク」で表現した場合の国
別回答内訳とその比率を示したものである．いずれのデザ

インでも，日本の表情一致率は 80%前後で他国より顕著に
高い．しかし，日本以外の国においては一致率が低く，使

用するデザインによって解釈のばらつきが見られる．特に中

国においては，拍手ジェスチャつき Impressed 表情を
ImpressedよりApprovingだと回答する比率が高い．また，タ
イにおいては，「！」つき Impressed 表情を Impressed より
Gratefulだとする回答の比率が高い． 

  

図 9 「称賛した（Impressed）」表情のデザイン例 (右は「拍手」ジェス

チャを使用した例，左は補助マークとして「！」を使用した例) 

Fig. 9 Design samples of “Impressed” expression 
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図 10 「称賛した（Impressed）」表情を「拍手」ジェスチャで表現した場

合の国別回答内訳 

Fig. 10 Detail answers to “Impressed” expression with a clapping 

gesture shown by country 



JAWS2005 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Japan

Korea

China

Malaysia

Thailand

impressed approving gratefu l proud

happy surprised remorsefu l
 

図 11 「称賛した（Impressed）」表情を補助マーク「！」つきで表現した

場合の国別回答内訳 

Fig. 11 Detail answers to “Impressed” expression with ”!”  shown by 

country 

3.3. 考察 
以上の結果をまとめると，日本のコミック表現スタイルで描画

されたアバタの表情は，日本国内の被験者における解釈が表

出者（アバタデザイナー）の解釈と一致する度合いが，アジア

の他国の被験者の解釈より高いことがわかった．このことから，

アジア 5 カ国間においても，心理学研究におけるイングルー
プ・アドバンテージが，表出国内において認められることがわ

かった．否定的な表情の解釈が，肯定的な表情の解釈と比べ

て，実験に参加したすべての国において一致度の高いことは，

心理学の表情研究における「デコーディングルール」がアジア

5カ国間のアバタ表情の解釈にも適用しうると考えられる． 
次に，国ごとの解釈差の大きい４つの表情について，アバタ

デザイン別に国別の回答内訳を分析した．アバタデザインの

分類は，表情を表すのに，１）表情のみを用いたデザイン（例：

「自賛の（Proud）」表情，２）表情とマークを用いたデザイン
（例：「感謝の（Grateful）」表情における表情と「ハートマーク」， 

「称賛した（Impressed）」表情における「！」マーク），３）表情と

ジェスチャを用いたデザイン（例： 「称賛した（Impressed）」表

情における「拍手」ジェスチャ）の 3 種である．その結果，日本
においては表情のみ，表情とマーク，表情とジェスチャによる

デザインのすべてにおいて他国より表情解釈の一致率が高い

こと，また，表情とマークを併用すると一致率が向上することが

わかった．一方，表出国である日本以外の国では，表情とマ

ークを併用した場合は，表情のみのデザインより解釈の一致

率が低下し，マークの使用が必ずしも解釈一致率を向上させ

る効果がないことがわかった．ジャスチャと表情の併用デザイ

ンにおいても，日本以外の国の解釈にばらつきが大きいことか

ら，デザイナが意図したアバタデザイン表現が，表出国以外の

国では正しく解釈されにくいことがわかった． 
表情表出国である日本以外の国で，補助マークやジェスチ

ャの使用が解釈を混乱させる理由として，日本ではコミック文

化が比較的孤立して独自に発展し[18]，戦後にコミック市場が
拡大するにつれコミックジャンルが枝分かれする中で，感情や

動きを表現するための多種多様な表現形態が生み出されたこ

とが考えられる[19]．[18]では日本独自の表現形態として，感
情を表現するために使われる補助マーク（怒りを表現する炎，

睡眠を表現する鼻ちょうちんなど）や，人物に隣接した領域に

付加される線や模様といったマーク）が取り上げられている．

日本人デザイナによるアバタデザインは，日本のコミック表現

が多用されているため，その中で日本独自に使用されている

マークが他国における解釈の多様性を生み出す原因の一つ

になった可能性が高い． 
さらなる分析を続け，解釈を混乱させやすい日本のコミック

表現を洗い出すとともに，今後，日本人以外のデザイナによる

アバタの多国間解釈比較を行うことにより，文化を超えて普遍

的に理解されるアバタ表情デザインの特徴を詳細に洗い出す

必要があると考える． 

4. おわりに 
心理学では人間の表情認知の文化差を検証する実験が数

多く行われているが，コンピュータ上で表される擬人化表現＝

アバタの表情解釈および使用状況に関しては，普遍的な解釈

が存在するという暗黙的な前提の上で使用されている． 
本研究では，この暗黙的な了解の妥当性を検証するために，

アバタの表情解釈の文化差を比較するための実験を実施した．

研究課題は，１）アジア５カ国内におけるアバタ表情解釈に文

化差が存在すること，心理学における人間の表情解釈の文化

差の知見がアバタに適用可能であることを検証すること，２）ア

バタ表情解釈に文化差をもたらすアバタデザインの特徴を検

出すること，の２つである． 
実験の結果，アジア 5 カ国内においてもアバタ表情解釈の
文化差が認められた．また，ある国の人間が表出する表情は

同国内の人間において他の国の人間より正確に解釈されると

いうイングループ・アドバンテージが，アバタ表情においても認

められた．すなわち，ある国でデザインされたアバタの表情は，

他国より自国の被験者により正確に解釈されるというものであ

る． 
研究課題の２に関して，アバタデザイン別の表情解釈を国

別に比較することにより，イングループ・アドバンテージが生じ

る原因となるアバタ表現に用いられているデザインの特徴を分

析した．その結果，表情の補助デザインとして用いられている

ジェスチャ，補助マークなどは，表出国内では表情解釈の正

確さを向上される効果がある一方，他国における解釈を混乱

させる場合があることがわかった． 
アバタの表情解釈に心理学における表情付のキャラクター

や絵文字がインスタントメッセンジャーやチャットで多用され，

日常コミュニケーションだけでなくビジネスや研究という異文化

コラボレーションにおいても使用される現在，文化を超えて正

しく理解されるアバタデザインや表情デザインに留意する必要

がある．今後もさらなる実験を続け，文化間でユニバーサルに
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解釈されるアバタデザインのガイドラインとしてまとめる方針で

ある． 
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